
子
さ
ん
　
59
歳
・
飯
島)

●
先
日
、
結
婚
式
が
あ
り
県
外
へ
。

驚
い
た
こ
と
に
ス
ギ
ッ
チ
を
た
く

さ
ん
の
か
た
が
知
っ
て
い
て
、
マ

ス
コ
ッ
ト
を
着
け
て
い
た
か
た
も

い
ま
し
た
。
い
よ
い
よ
、
わ
か
杉

国
体
な
ん
だ
な
あ
っ
て
思
い
ま
し

た(

加
藤
洋
美
さ
ん
　
30
歳
・
港

北)●
太
平
山
は
私
た
ち
秋
田
市
民
の

憩
い
の
場
で
あ
り
、
命
の
オ
ア
シ

ス
で
す
。
こ
の
冬
の
豪
雪
で
通
行

止
め
に
な
っ
て
い
た
仁
別
国
民
の

森
の
林
道
が
、
秋
田
森
林
管
理
署

の
ご
努
力
で
見
事
に
修
復
さ
れ
、

十
月
一
日
に
開
通
し
ま
し
た
。
深

く
感
謝
い
た
し
ま
す(

水
野
鉄
也

さ
ん
　
66
歳
・
保
戸
野)

広報
クイズ

前回のクイズの答えは、問１が「新波舟着場」、問２が「見
守り」でした。全問正解137通(応募総数141通)の中から、
次の20人のかたに図書カード(10人)とスギッチグッズ(10
人)をお送りします。

９月16日号の当選者

◆10月の広報クイズは17ページです。よろしく！！◆

おしゃべりかわらばん

読
者
の
伝
言
板

＝敬称略＝

書家・大井錦亭
きんてい

さんが土崎小学校に書を寄贈

11 広報あきた10月16日号 10

月　刊

読者のみなさんのページです。
17ページに掲載している広報ク
イズの答えと一緒に、気ままな
ひとこと、ちょっと言いたいひ
とことを、お待ちしています。

係から
ひとこと

新屋のももさだ
海岸に建つ「も
もさだカエル」

●
連
日
の
好
天
、
秋
日
和
に
て
稲

刈
り
も
は
か
ど
っ
て
い
ま
す
。
豊

作
に
て
皆
さ
ん
お
喜
び
の
こ
と
と

思
っ
て
い
ま
す(

斎
藤
吉
郎
さ
ん

79
歳
・
将
軍
野)

●
心
配
さ
れ
た
台
風
も
今
の
と
こ

ろ
な
く
、
稲
刈
り
の
時
に
入
り
ま

し
た
。
作
業
は
事
故
な
く
、
笑
顔

で
終
わ
り
た
い
も
の
で
す
ね
。
そ

し
て
た
く
さ
ん
お
米
を
食
べ
て
く

だ
さ
い(

佐
藤
兼
三
郎
さ
ん
　
80

歳
・
外
旭
川)

●
稲
わ
ら
焼
き
の
に
お
い
が
す
る

と
、
農
業
を
や
っ
て
い
た
祖
父
母

を
思
い
出
し
ま
す
。「
稲
わ
ら
焼

き
は
公
害
」
だ
と
分
か
っ
て
い
て

も
、
な
つ
か
し
さ
が
こ
み
上
げ
て

き
ま
す
。
祖
父
母
が
亡
く
な
っ
て

田
ん
ぼ
は
人
手
に
渡
り
ま
し
た

(

新
米
さ
ん
　
49
歳
・
広
面)

●
学
校
の
防
災
訓
練
に
市
長
さ
ん

が
来
て
、
テ
レ
ビ
に
映
っ
て
い
ま

し
た
。
私
が
映
ら
な
か
っ
た
の
が

残
念
で
す(

鈴
木
真
緒
さ
ん
　
８

歳
・
土
崎)

●
こ
の
た
び
、
秋
田
に
巨
人
軍
が

来
て
大
盛
況
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

五
十
五
年
前
、
手
形
球
場
に
見
に

行
っ
た
が
、
対
戦
相
手
は
思
い
出

せ
な
い
。
前
日
、
青
田
昇
、
千
葉

茂
、
大
友
工
の
三
選
手
の
サ
イ
ン

会
が
あ
り
、
三
人
か
ら
サ
イ
ン
を

し
て
も
ら
っ
た
こ
と
を
良
く
覚
え

て
い
る
。
そ
の
サ
イ
ン
を
現
在
も

大
事
に
持
っ
て
い
る(

小
笹

浩
さ

ん
　
68
歳
・
川
元)

●
運
動
会
が
無
事
終
了
し
ま
し

た
。
そ
の
日
は
途
中
か
ら
雨
が
降

っ
て
き
て
、
ず
ぶ
ぬ
れ
に
な
っ
て

し
ま
い
、災
難
な
一
日
で
し
た
…
。

来
年
は
中
学
生
な
の
で
体
育
祭
を

が
ん
ば
り
た
い
で
す
。
そ
し
て
一

位
を
取
り
た
い
で
す
。
が
ん
ば
る

ゾ
！(

後
藤
春
香
さ
ん
　
12
歳
・

泉)●
毎
日
、
新
聞
は
ひ
と
と
お
り
目

を
通
す
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
ボ

ケ
防
止
に
と
ナ
ン
ク
ロ
や
漢
字
ク

ロ
ス
を
始
め
ま
し
た(

石
黒
タ
エ

子
さ
ん
　
55
歳
・
新
屋)

●
手
作
り
ガ
ー
デ
ン
に
レ
モ
ン
ハ

ー
ブ
が
今
年
も
大
変
良
く
育
ち
、

ハ
ー
ブ
を
眺
め
て
は
喜
び
い
っ
ぱ

い
。
今
日
も
葉
を
つ
み
取
っ
て
は

料
理
づ
く
り
。
毎
日
の
生
活
が
楽

し
く
、「
よ
ろ
し
く
ネ
、
が
ん
ば

り
ま
し
ょ
う
」
と
ハ
ー
ブ
さ
ん
に

声
を
か
け
て
い
ま
す(

土
谷
か
る

●広報クイズの当選者は、毎回、市政記者室の記者の
かたに厳正に抽選してもらっています(広報課)

９月26日、書家の大井錦亭さん
が、母校の土崎小学校に「港魂」の
書を寄贈してくれました。
大井さんは昭和２年生まれ。土

崎小１年の時に先生から習った書
道を好きになり、書の道に進みま
した。日展に22回連続入選するな
ど多くの賞を受賞し、現在、日本
を代表する書家の一人です。
「港魂」の書は、後輩たちに「学
業でもスポーツでも、何かに活躍

してほしい」という思いを込めて
書いたとのこと。「私は書が好きで
この道に進みました。どんなこと
でも好きで追求すれば、うまくな
ります。みなさんの才能は未知数。
磨けば磨くほど光ります。大いに
頑張れ！」と後輩たちにエールを
送りました。
その言葉に応え、６年生の斎藤

美佳さんが「これからは先生の書
を見て魂を熱く燃やし、何事にも

がんばっていきます！」。母校の大
先輩から、しっかりと「港魂」を受
け継ぎました。

魂受け継ぎ、何でも頑張れ港っ子！

９月30日、木柵完成の儀式で初お披露目となった
弥生っこ村まつり音頭♪

図書カード お池さん(仁井田)、幸野谷郁子(泉)、鈴木貞子(仁井田)、
鈴木優花(土崎)、たかはしたかお(保戸野)、成田信子(新屋)、へばらぎ
(川尻)、保坂昭雄(将軍野)、武藤洋子(仁井田)、りんりん(東通)
スギッチグッズ エルム(楢山)、荻原一彦(山王)、川辺ノリ子(新
屋)、木曽則子(旭川)、斉藤京子(土崎)、佐々木由美子(御野場)、佐藤
怜子(新屋)、高橋輝子(蛇野)、トム(牛島)、ゆかちゃん(牛島)

100㍍の熱戦に勝利！

全市一斉スポレ
クの戸島小学校
区に参加した金
智史くん(戸島
小６年)

大先輩の話に児童たちも興味津々

新
屋
地
区
の
古
称
で
あ
る
「
百
三
段

(

も
も
さ
だ)

」。
も
も
さ
だ
海
岸
、
ア
ト

リ
エ
も
も
さ
だ
な
ど
、
広
報
に
も
よ
く
出

て
き
ま
す
。
〟も
も
さ
だ
カ
エ
ル
〟
な
ん
て

い
う
の
も
あ
り
ま
す
ね
。

名
前
の
由
来
に
は
、「
ア
イ
ヌ
語
で
『
川
下

の
土
地
』
を
意
味
す
る
『
モ
ム
サ
ン
ド
イ
』

か
ら
」、「
ア
イ
ヌ
語
で
ハ
マ
ナ
ス
の
花
を

『
モ
オ
』
と
い
い
、
ハ
マ
ナ
ス
が
群
生
す
る

砂
丘
と
い
う
意
味
」、「
日
本
語
で
植
物
を

意
味
す
る
『
も
』
が
段
丘
に
繁
茂
し
て
い
た

か
ら
」、「
坂
上
田
村
麻
呂
の
伝
説
か
ら
」
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
説
が
…
。

お
も
し
ろ
い
で
す
ね
。

み
な
さ
ん
も
、
一
度
、
自
分

の
住
ん
で
い
る
地
名
を
調
べ
て

み
て
は
？
　
意
外
な
側
面
が
わ
か
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
よ
。

（
渉)

制服、似合うかな？

秋田空港・空の
日祭りで客室乗
務員の制服を試
着した棚木陽菜
ちゃん(添川)

テレビドラマで見たかわ
いい制服が着たくて、お父
さんにお願いして連れて来
てもらっちゃった。今度、
みんないっしょに飛行機で
遊びに行くんだよ。初めて
の飛行機、とっても楽し
み！

毎年、かけっこでは１位
を取っていたので、小学生
最後の今回も狙っていまし
た。同じ野球部の友人にス
タートダッシュで遅れまし
たが、ゴール直前に追い越
し、逆転で１位！　とても
うれしかったです。

弥生人の想いを込めて

弥生っこ村まつ
り音頭を作詞し
た船尾教直さん

(八橋)

ボランティアで木柵の復
元作業などをしているとき、
当時の人はどんな想いで暮
らしていたのかと考え、弥
生人の想いを歌詞に込めま
した。子どもたちがこの音
頭で地域を盛り上げてくれ
るとうれしいですね。

素敵な時を過ごせました

赤れんが館で開
かれたコンサー
トを聴きに来た
工藤千咲さん

(新屋)

毎週お湯に通ってます

雄和ふるさと温
泉ユアシス入浴
者150万人目
の田口武俊さん

(大仙市)

自分が150万人目なんて
びっくり！　ユアシスには、
毎週末、妻や家族と一緒に
来ています。自分の健康を
維持するうえで一番適した
施設だと思っています。な
によりリラックスできるの
が一番ですね。

生の邦楽を聴いたことが
なかったので、母を誘って
来ました。２曲目「悠想」
での、尺八の音色とスクリ
ーンに映し出された秋田の
自然の相乗効果が印象的で
した。来年のコンサートも
楽しみです。

寄贈された書「港魂(みなとだま)」

▲

▲


